
  2013年度3回目の講演見学会は、2月22日、国立奈良文
化財研究所において、「スミからスミまで墨を知る」を
テーマに開催いたしました。 
 
 当研究会は、木質文化財の材料として、木そのものだ
けでなく、竹、紙をはじめとする様々な木質材料を視野
に入れておりますが、今回は、墨
そして膠に関わる様々な情報を提
供いただきました。 
 宮内庁正倉院事務所の中村力也
先生からは、「正倉院に伝わる墨
そして膠・接着剤について」と題
し、正倉院御物に用いられている
膠、漆、接着剤について、主にFTIR
（フーリエ変換赤外分光法）によ
る科学的調査の最新の成果などを
踏まえてご講演頂きました。 

 

 奈良女子大学理学部の中澤隆先生から
は、「平城京から出土した墨に残ってい
た膠ーコラーゲンの考古学ー」と題し
て、膠の製法やその歴史に始まり、タン
パク質の質量分析法による、平城京から
出土した墨の分析結果など、最新の研究
成果についてご講演頂きました。 
 

  
その後、講演会の企画“墨”と合わせ、国
立奈良文化財研究所に所轄されている、重
要文化財指定の出土木簡および墨を見学さ
せていただきました。 
 
改めまして関係者の皆様にお礼申し上げます 
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